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（例）
産業革命後のイギリスでは、都市に人口が集中し、貧困、不衛生、犯罪などの社会問題が多発し、貧富の差は拡大するばかりであった。当時ロンドンには数多くの慈善組織があり、心ある人々が「スラムといわれる貧民街に入り、貧困層救済のための活動をしていたが、相互の情報交換や協力体制がないために効果的な対応ができていなかった。このような状況を改善する為に1869年に設立されたのが、慈善組織協会（ＣＯＳ）である。しかし、この時代、「貧困の原因は社会にあるのではなく、怠惰や堕落といった個人的な要因に問題がある」とする考え方が、社会の中に根強くあった。
こうしたなかで、海運業者であり、経営者であったチャールズ・ブースはロンドンの労働者やスラムに住む人たちの生活調査を実施し、貧困は個人の問題ではなく、雇用の不安定性、低賃金などが貧困の要因であることを明らかにした。このように、近代社会におけるソーシャルワークは、社会調査に基づいて貧困を社会問題として把握するところから始まったと言える(1)。
現代の日本の状況を考えてみると、貧困を「自己責任」とするような風潮が現在もなお存在しているといわざるを得ない。現在、大きな問題となっている「子どもの貧困」に関する著書のある山野は、「家族だけに頼る政策を続けてきたツケが子どもたちの貧困をもたらした元凶」であるとして、「政府は子どもの貧困率の上昇はあたかも自分たちの責任ではないかのごとくに振舞い、貧困な子どもたちを社会にネグレクトし、苦しめ続けて」いると指摘する(2)。
平成27年に４月施行された「生活困窮者自立支援法」は、生活保護に至る前の段階での取り組みとして、家計相談や子どもの学習支援も視野に入れられている。こうした制度をどのように現場で活用していくのかが、今後の社会福祉士の役割として、重要になってくると考えられる。
(1)テキスト⑥ｐ54(2)山野良一『子どもの最貧国日本』2013年光文社p256
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